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首都圏の減衰構造と速度構造（3.1.1 参照） 

 

図 1 S 波構造の東西断面図（詳細は、3.1.1.1 節 P.12）。上図：S 波減衰構造（暖色が減衰

大）、下図：S 波速度構造（暖色が低速度）。フィリピン海プレート上面（PHS）と太平洋

プレート上面（PAC）を破線で示す。丸印は震源分布を表す。  

 

 

図 2  S 波構造の南北断面図。上図：S 波減衰構造、下図：S 波速度構造。 


